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は当然あるが、援助者が “ずれ ” を認識しているかが重要である。もちろん利用者の満足は重要だが、利用
者がニーズをきちんと理解しているか、あるいはニーズを正確に表現できるか？　援助者は、専門職として
“ずれ ” も認識しながら、利用者のニーズを探すのが重要だと考えている。利用者と援助者は敵同士ではなく、
“ずれ ” をどれだけ摺り合わせることができるかが肝要ということになる。なお、“ずれ ” があること自体が、
両者がまだわかりあっていない、関係性が熟成されていないとも言える」という回答があった。審査委員か
ら、それらの考察を書き込むよう指示があった。
　（５）160頁の表19に関連して、利用者の満足を高めるにはどんな課題があるか、何か考えはあるのか？と
質問があった。この指摘に対して、大橋氏から「利用者から “就労への期待 "等が強く出ているが、援助者
はそれにあまり重きを置いていない、という印象がある。たしかに援助者は「こんな現状で、いきなり仕事
ができるのか？」と思うかも知れない。しかし、利用者の希望を高めるためには、「就労＝生活の安定」に
向けて、一段階ずつ登るしかないのではないのか？　そこを理解しあうことで、利用者の満足度があがるの
ではないだろうか」と回答があった。審査委員からは、その回答内容を考察等に活かすように指示があった。
　これらの口頭試問をまとめて、審査委員会は以下の結論に達した。
　長期的に入院している精神障害者の退院促進をめぐる諸課題において、わが国のソーシャルワーク実践は、
北米等と比べると、クライエントの福利を目指して現場で用いることができる「実践モデル」の数が圧倒的
に少ないこと、さらに存在する実践モデルに関してもその有効性に関する実証研究が乏しいことが特徴とし
て挙げられる。そうした状況を改善するため、援助を必要とするクライエントと多様なニーズを考慮すると、
より有効な実践モデルを供給していくことが、ソーシャルワーク研究に携わる者の責務とも言える。大橋氏
の論文は、そのテーマ選択および研究方法において、充分に評価に値するものであると考えられる。
　とくに本論文は、テーマが持つ社会福祉における意義、そして、テーマを追求していくために必要な構成
要素を論文が備えていること、実証研究により利用者に焦点をあてそのニーズを明らかにしたこと、等の面
において高く評価することができ、大橋氏の実践家としての長年の歴史が十分に生かされた博士論文であり、
力作であると言える。
　口頭審査では審査委員から各種の質問がよせられたが、それぞれに対して明確な回答があり、審査委員会
としてはそれらの議論を活かして修正することで、博士の学位論文として十分であると認めることができる
という結論に達した。なお、これらの指摘については、最終稿において、すべて適切に修正されていること
を確認している。一部の調査が中断を余儀なくされた点、統計的解釈等に議論の余地がある点、あるいは調
査時と現在で法律の改正等で変化が起きたであろうという点など、いくつかの課題が残されているが、それ
らの課題の解明は本研究の延長線上にさらなる進展があるものと期待したい。よって、本論文を博士論文の
レベルに達したものとして認めるものである。
